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集団への所属感や連帯感を深める

学級活動の指導の工夫

－「学校行事コミュニケーションファイル」を活用した

学年の話合い活動を取り入れて－

長期研修員 井熊 和義

《研究の概要》

本研究は、学級活動において、話合い活動を充実させ、集団への所属感や連帯感を深め

ることを目指したものである。学校行事に向けての話合いから活動後までの児童の思いや

考えを表す「学校行事コミュニケーションファイル」を活用した学年の話合い活動を取り

入れ、話合い活動の活性化を図った。共通の目標を設定し学校行事に向けて学年一丸とな

って取り組むことにより、学年への所属感や連帯感を深めることを目指す実践を行った。

キーワード 【学級活動 所属感 連帯感 学年の話合い活動 学校行事コミュニケーションファイル】

Ⅰ 主題設定の理由

小学校学習指導要領解説特別活動編では、「よりよい人間関係を築き、楽しい生活をつくるなど、自

分たちの学級や学校の生活の充実と向上のために主体的に参画し、進んで話し合い、協力して実現しよ

うとする自主的、実践的な態度の育成」が学級活動の改善の重点として示された。平成24年度群馬県学

校教育の指針には「児童の主体的な活動を通した集団決定や自己決定ができる話合い活動の充実」が明

記された。平成24年３月作成された「はばたく群馬の指導プラン」では、「集団での話合いを通して、

集団の目標を決定し、集団で実践する児童生徒の自発的、自治的な活動」の重要性が示された。このよ

うに、よりよい人間関係を築くために、児童が主体的な話合い活動を工夫し、自発的、自治的な集団活

動をすることが求められている。

協力校の児童は、素直で明るく学級活動や学校行事などを積極的に取り組んでいる。しかし、学級活

動における話合い活動では、限られた児童のみが意見発表したり、本音で語り合ったりせず、安易に同

調してしまうという様子が見られた。そのため、学校行事の参加態度は教師の指示待ち、他の児童に追

従して行動するなど、学校行事をやり遂げた達成感や、集団への所属感や連帯感の深まりを感じない場

面も見られた。これらのことから、高学年として学年や学校という集団への所属感や連帯感を深める学

級活動の指導の工夫が必要であると考える。

話合い活動において重要なことは、議題に対して児童一人一人が自分の考えをもって発言し、活発な

意見交換をすること。そして、意見を出し合った上で折り合いをつけ、集団決定をすることである。こ

のような話合い活動を行った後に学校行事を実施することは、集団への所属感や連帯感を深め、自発的、

自治的な集団活動につながると考える。特に、学校生活に秩序と変化を与え、集団への所属感や連帯感

を深める学校行事を学校生活の充実に役立つ体験的な活動として実践させることは意義がある。そこで、

学級の枠を取り去り、学年による話合い活動の充実を通して、学校行事への主体的な参加を促し、集団

への所属感や連帯感を深めていこうと考えた。

本研究では、問題の意識化から学校行事の振り返りまでの活動が一連の話合い活動となるように「学

校行事コミュニケーションファイル」を取り入れる。話合い活動の進め方の共通理解を図り、議題につ

いて十分に思考できるよう学校行事に向けての話合いから活動後までの児童の思いや考えを表す「学校

行事コミュニケーションファイル」を活用した学年の話合い活動を行うことにより、児童一人一人が目

的をもって主体的に学校行事に参加し、学年や学校集団への所属感や連帯感を深めることができると考

え、本主題を設定した。
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Ⅱ 研究のねらい

学級活動において、集団への所属感や連帯感を深めるために、「学校行事コミュニケーションファイ

ル」を活用した学年の話合い活動の有効性を明らかにする。

Ⅲ 研究の見通し

１ 「問題の意識化」の過程において「学校行事コミュニケーションファイル」を取り入れ、計画委

員が議題の選定や学年の話合い活動の計画立案をしたり、児童一人一人が議題について自分の考え

をまとめ、グループ内で話合い活動をしたりすれば、学校行事に参加する意識を高めることができ

るであろう。

２ 「集団討議・集団決定」の過程において「学校行事コミュニケーションファイル」を取り入れ、

学校行事の充実に向けて学年の話合い活動を行い、集団決定すれば、集団での自分の役割を自覚し

主体的に学校行事に参加する意欲を高めることができるであろう。

３ 「振り返り」の過程において、「学校行事コミュニケーションファイル」を取り入れ、学校行事

を振り返り、達成したことを確認し、成果について学年で話合い活動をすれば、集団への所属感や

連帯感を深めることができるであろう。

Ⅳ 研究の内容

１ 集団への所属感や連帯感を深める学級活動について

所属感は、児童が集団の一員として、自分の役割を果たす中で、集団をよりよくしようと活動し、

多くの仲間とかかわり、「自分は学年・学級集団の役に立っている」と仲間から認められたと感じた

ときにはぐくまれるものである。また、連帯感は同じ目的に向かって努力し「みんなで責任をもって

できてよかった」「一人ではできなかったことがみんなでやったらできた」という体験を通して、集

団の価値を感じたときにはぐくまれると考える。

集団への所属感や連帯感を深める学級活動とは、児童が「集団をよりよくしていくために、自分の

役割を責任をもって果たし、役

に立っている。」という思いを

もち、実践できる学級活動であ

ると考える。

そこで、本研究では、所属感

や連帯感を深めるために、学校

行事の事前・事後の学級活動を

充実させる。学校行事に向けて

の学年の話合い活動を行い、集

団の目標を決め、自分の役割を

自覚して取り組むことで児童が

主体的に学校行事に参加するこ

とができる。その後、振り返り

の話合い活動を通して、達成感

や自己の成長を確認でき、集団

への所属感や連帯感を深めるこ

とになると考える（図１）。
図１ 研究構想図

集団への所属感・連帯感が深まった児童

〈児童の実態〉 限られた児童の発言 話合いでの安易な同調 教師の指示待ちの活動
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２ 「学校行事コミュニケーションファイル」を活用した話合い活動について

(1) 「学校行事コミュニケーションファイル」について

「学校行事コミュニケーション

ファイル」は、学校行事に目的を

もって児童一人一人が主体的に取

り組むために、学校行事の事前・

事後の話合い活動を一連の流れと

してとらえ、活用するファイルで

ある。計画委員会や学年・グルー

プの話合い活動の進め方の手引き

と児童の思いや考えを書くワーク

シートで構成される。

① 「問題の意識化」での活用

「問題の意識化」の過程では、

計画委員が、『計画委員会の進め

方』(図２)を基にして、計画委員

の役割を決め、議題の選定や話合

いの内容及び計画を作成する。話

合いの内容は『議題を決めよう』

(図３)に記入する。学年児童は計

画委員の議題提案を受け、まず、

一人一人が自分の思いや考えを、

『自分の意見を探ろう』(図４)に

記入する。その後、グループの話

合い活動を通して『話合い活動ノ

ート』(図５)に自分の意見と理由

を記入する。意見は、付箋にも書

く。

② 「集団討議・集団決定」での活用

「集団討議・集団決定」の過程では、前時に書いた『話合い活

動ノート』を使って自分の意見を発表する。話合い活動後は『話

合い活動ノート』に振り返りと学校行事への思いを記入する。

③ 「振り返り」での活用

「振り返り」の過程では、まず、各児童が『学校行事を振り返

ろう』（図６）で、学校行事後に学年の目標や自分のめあてなど

を視点に振り返りを書く。次に、達成できたことをグループで話

し合う。そして、グループごとにまとめた意見を発表し、学年全

体で確認し合う。振り返ったことを、次の学校行事や日常の学校

生活に生かせるようにする。

(2) 「学校行事コミュニケーションファイル」を活用した学級活動の進め方について

学級活動は、計画委員が中心となって行う。議題の選定は、事前アンケートや前学校行事の振り

返り、日常生活の課題などから、計画委員（教師含む）の話合いで選定する。議題の提案理由は、

できるだけ児童にとって身近で切実な内容とし、話し合う必要性を訴えるものとする。

学級活動の話合い活動は、学級を単位として行われるが、学校行事は、学年・学校の単位で活動

するため、本研究では、学年の話合い活動を取り入れる。学年では、人数が多くなるためグループ

の話合い活動を取り入れる。グループは、４～８名程度を基本とし、「学校行事コミュニケーショ

図２ 計画委員会の進め方 図３ 議題決めよう

図４ 自分の意見を探ろう 図５ 話合い活動ノート

図６ 学校行事を振り返ろう
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ンファイル」や付箋等を用いて、児童全員で話合いが行われ

るようにしていく。

話合い活動の進行は、計画委員とグループリーダーが『学

年の話合い』『グループの話合い』(図７)を基に進行する。

「学校行事コミュニケーションファイル」は全児童に事前に

配付し、話合いの仕方を共通理解させ、進行にも協力できる

ようにしていく。

Ⅴ 研究の計画と方法

１ 実践計画

対 象 研究協力校 小学校第５学年 ３クラス 計82名

期 間 平成24年９月28日～11月９日 ６時間

題 材 名
「高学年としてきまりを守り楽しいたくみの里体験学習にしよう」

「音楽発表会を成功させよう」

２ 抽出児童

議題について、自分の考えを書くことができるが、自分の意見発表は控えめである。「学校行事コミュニケーショ

Ａ ンファイル」を活用した話合い活動を通して、自分の意見に自信をもって発表し、学校行事を通して集団への所属感

や連帯感を深められるようにしたい。

自分の意見を進んで発表する。学校行事や学級活動は積極的に活動できる。集団の中の存在感も大きい。集団の所

Ｂ 属感や連帯感も意識している。「学校行事コミュニケーションファイル」を活用した話合い活動を通して、学校行事

への達成感を味わい、さらに集団への所属感や連帯感を深め、学年のリーダー意識をもたせたい。

３ 検証計画

検証項目 検証の観点 検証の方法

「問題の意識化」の過程において、「学校行事コミュニケーションファイル」

見通し１ を取り入れて、計画委員が議題選定や学年の話合い活動の計画立案をしたり、各

自が議題について自分の考えをまとめグループ内で話合い活動をしたりすること ・活動前後のアンケート

は学校行事への意識を高める上で有効であったか。 の比較

「集団討議・集団決定」の過程において、「学校行事コミュニケーションファ ・「学校行事コミュニケ

見通し２
イル」を取り入れて、学校行事の充実に向けて話合い活動を行い、集団決定する ーションファイル」の

ことは集団での自分の役割を自覚し、主体的に学校行事に参加しようとする意欲 内容

を高める上で有効であったか。 ・活動状況の観察

「振り返り」の過程においてに、「学校行事コミュニケーションファイル」を

見通し３ 取り入れて、学校行事を振り返り、達成できたことを確認し、成果についての学

年の話合い活動は、集団への所属感や連帯感を深める上で有効であったか。

４ 題材の目標及び評価規準

(1) 題材の目標

学校行事を充実した活動にするための目標や事後の達成できたことを確認する話合い活動を行う

ことを通して、学年集団への所属感や連帯感を深めることができる。

(2) 評価規準

集団活動や生活への 集団の一員としての 集団活動や生活についての

関心・意欲・態度 思考・判断・実践 知識・理解

学校行事の充実にかかわる諸問題 学校行事を充実するために話し合 学校行事や学級生活をよりよくする

について関心をもち、進んで自分の い自分の役割や集団としてのよりよ ことの大切さや話合い活動の意義、話

考えやその理由を伝え合って協力し い方法について考え、判断し、集団 合い活動の効率的な進め方などについ

て話し合い自主的に集団活動に取り の一員としての自覚をもち、信頼し て理解している。

組もうとしている。 支え合って実践している。

図７ グループの話合い
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５ 指導計画
行 過

時 活 動 内 容 研 究 上 の 手 だ て事 程

学 問 事 ○これまでの学校生活や話合い活動につ ○『計画委員会の進め方』を使って、計画委員が効率よ
校 題 前 いてのアンケート結果と前回の学校行 く議題を選定し、話合い活動の計画を立てる。
行 の 事「東京旅行」の振り返りを基に、計
事 意 画委員が議題の選定をし、話合い活動
実 識 の計画を立てる。
践 化 １ ○計画委員による議題の提案を受けて議 ○『自分の意見を探ろう』に議題について、自分の考え
① 題について自分の考えを書く。 を書く。

○グループで話合いをする。
○議題について自分の考えをまとめる。 ○意見交流をしたことを基に、話合いに向けて自分の考

えを伝えやすいように、『話合い活動ノート』に自分
の意見と理由を書き、学校行事への意識を高めるよう

にする。

○意見は付箋にも書き話合い活動で活用する。

集 ２ 高学年として、きまりを守り、楽しいたくみの里体験学習にしよう

団 ○話合い活動を行う。 ○『話合い活動ノート』と意見を書いた付箋を活用する
討 ・進行は計画委員が行う。 ことにより、児童全員が自分の意見を発表し、話合い
議 〈話合いの流れ〉 に参加できるようにする。
・ １グループで話し合う。 ○『グループの話合い』を基にして、話合いを進める。
集 ２グループごとに意見をまとめ、発表す
団 る。
決 ３学年全体で話合い活動を行う。 ○全体の話合い『学年の話合い』を基にして、計画委員
定 ４集団決定をする。 が進める。

○各自で話合い活動を振り返る。 ○『話合い活動ノート』に集団決定した内容、自分の役
割、話合い活動の自己評価を記入することにより、学
校行事の参加意欲を高めるようにする。

振 事 ○計画委員が学校行事「たくみの里体験 ○『計画委員会の進め方』を使って、計画委員が議題を
り 前 学習」の実践後の話合い活動の計画を 選定し、話合い活動の計画を立てる。
返 立てる。
り ３ ○話合い活動を行う。 ○『学校行事の振り返って』に達成できことを中心に振

・進行は計画委員が行う。 り返り、付箋を活用した話合いを行う。達成できたこ
（話合いの流れ） とを集団で確かめることにより集団への所属感や連帯
１グループで話し合う。 感を深める。
２グループごとに意見を発表する。
３学年全体に発表し意見を交流する。

学 問 事 ○前回の学校行事、「たくみの里体験学 ○『計画委員会の進め方』を使って、計画委員が効率よ
校 題 前 習」の振り返りを基に、計画委員が議 く議題を選定し、話合い活動の計画を立てる。
行 の 題の選定をし、話合い活動の計画を立
事 意 てる。
実 識 １ ○計画委員による議題の提案を受けて、 ○『自分の意見を探ろう』に議題について自分の考えを
践 化 議題について自分の考えを書く。 書くことで、学校行事への参加意識を高める。
② ○グループで話合いをする。 ○意見交流をした内容を基に、話合いに向けて自分の考

○議題について自分の考えをまとめる。 えを伝えやすいように、『話合い活動ノート』に自分
音 の意見と理由を書き、学校行事への意識を高めるよう
楽 にする。
発 ○意見は付箋にも書き、話合い活動で活用する。
表 集 ２ 音 楽 発 表 会 を 成 功 さ せ よ う

会 団 ○話合い活動を行う。 ○『話合い活動ノート』と意見を書いた付箋を活用する
討 ・進行は計画委員が行う。 ことにより、児童全員が自分の意見を発表し、話合い
議 〈話合いの流れ〉 に参加できるようにする。
・ １グループで話し合う。 ○『グループの話合い』を基にして、話合いを進める。
集 ２グループごとに意見をまとめ発表す
団 る。
決 ３学年全体で話合い活動を行う。 ○全体の話合い『学年の話合い』を基にして、計画委員
定 ４集団決定をする。 が進める。

○各自で学年の話合い活動を振り返る。 ○『話合い活動ノート』に集団決定した内容、自分の役
割、話合い活動の自己評価を記入することにより、学
校行事の参加意欲を高めるようにする。

振 事 ○計画委員が、学校行事「音楽発表会」 ○『計画委員会の進め方』を使って、計画委員が議題を
り 前 の実践後の話合い活動の計画を立て 選定し、話合い活動の計画を立てる。
返 る。
り ３ ○話合い活動を行う。 ○『学校行事の振り返って』に達成できことを中心に振

・進行は計画委員が行う。 り返り、付箋を活用した話合いを行う。達成できたこ
（話合いの流れ） とを集団で確かめることにより集団への所属感や連帯
１グループで話し合う。 感を深める。
２グループごとに意見を発表する。
３学年全体に発表し意見を交流する。
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Ⅵ 研究の結果と考察

１ 学校行事への意識を高めるために「学校行事コミュニケーションファイル」を取り入れ、計画委

員が議題選定や学年の話合い活動の計画立案をしたり、各自が議題について自分の考えをまとめグ

ループ内で話合い活動をしたりすることの有効性について

(1) 結果

① 「学校行事コミュニケーションファイル」を取り入れた計画委員の活動について

事前に児童全員に「学校行事コミュニケー

ションファイル」を配付し、計画委員の役割

や話合いの方法や手順の説明を行った。そし

て、各学級から２名ずつ計６名の計画委員を

選出した。

計画委員は、まず、話合いの計画、運営が

できるように役割を決め、話合いの進め方を

確認した。次に、議題の選定と話合いの内容

を話し合った。前学校行事の反省や実施する

学校行事に向けてのアンケート結果、日常生

活の様子などから、議題と話合いの内容を決

定し（図７）、話合い活動計画を立てた

（図８）。

たくみの里体験学習では、１学期に実施し

た東京旅行の「班がバラバラになってしまっ

た」「時間が守れなかった」などの反省と学

年児童全員へのアンケート結果を基に意見を

出し合った。議題は「高学年としてきまりを

守り、楽しいたくみの里体験学習にしよう」

に決定した。話し合う内容は、行動の約束を

児童全員で考えるために「５年生全員が団結

して取り組むたくみの里体験学習はどうある

べきか」と、みんながまとまるための合い言

葉を決めたいという児童の思いから「５年生

全員が団結できるようなたくみの里体験学習

のスローガンを考えよう」になった。

音楽発表会に向けての取組でも各学級から

たくみの里体験学習とはちがう児童２名ずつ

を選び、同様に計画委員の活動を実施した。

たくみの里体験学習の反省や児童の音楽発表

会への思いから「もっと団結して取り組みた

い」「学校の代表として成功させたい」とい

う意見が出された。議題は「音楽発表会を成

功させよう」になった。話し合う内容は「５

年生全員が心を一つにして聴いている人に感動を与える音楽発表会の練習はどうあるべきか」と

「音楽発表会のスローガンを考えよう」に決定した。

② 「学校行事コミュニケーションファイル」を取り入れ自分の考えをまとめる活動について

児童は、まず、計画委員から議題の提案と提案理由の説明を受けた。次に、話合い活動に向けて

自分の思いや既習体験などを『自分の意見を探ろう』に書いた。それを基に、グループで話合い活

図８ 計画委員会が作った学年話合い活動計画（たくみの里体験学習）

図７ 計画委員会による議題の選定(たくみの里体験学習)
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動を行った。あらかじめ自分の思いを書くことで、一

人一人の児童が自分の考えを発表することができた。

話合い活動後、再度各自で考え、自分の意見決定し

『話合い活 動ノート』に自分の意見とその理由を書

き、意見は付箋にも書いた。

抽出児童Ａは、最初は自分の思いを書くのに時間が

かったが、話合い活動後は、さらに自分の考えを付け

足すことができた。抽出児童Ｂはたくさんの意見を書

き、意見交流を積極的に行うことができた（図９)。

(2) 考察

事前の計画委員の活動は「学校行事コミュニケーシ

ョンファイル」を取り入れたことで、役割分担や活動

内容の把握が容易となり、話し合う必要性を強く訴え

る内容に高めることができたと考える。自分の意見を

決める話合い活動については、「グループの話合い」

『自分の意見を探ろう』「計画委員の提案理由」など

が役立ち児童一人一人が、話合い活動に向けて自分の

意見をもつことができたことが分かる（図10）。

抽出児童の感想から、話合い後、意識が学校行事に

向けられているのが分かる。「学校行事コミュケーシ

ョンファイル」に自分の思いを書き、他の児童と話合

いをしたことにより、学校行事に対してより具体的に

イメージを膨らませることができたためと考える

（図11）。

以上のことから、「学校行事コミュニケーションフ

ァイル」を取り入れ、計画委員が議題選定や学年の話

合い活動の計画立案をしたり、各自が議題について自

分の考えをまとめグループ内で話合い活動をしたりし

たことは、学校行事への意識を高める上で有効であっ

たと考える。

２ 集団での自分の役割を自覚し、主体的に学校行事に

参加する意欲を高めるために、「学校行事コミュニケ

ーションファイル」を取り入れて、学校行事の充実に

向けて話合い活動を行い集団決定することの有効性に

ついて

(1) 結果

学年の話合い活動の運営は計画委員が行った。また

グループ活動の充実を図るために、事前にリーダーを

選出し、たくみの里体験学習では、４～５名でグルー

プを編制した。音楽発表会では、パートリーダーを中

心にして７～８名のグループを編制した。グループの

話合いは、グループリーダーが進行をした（図12)。

最初に、前時に自分の意見を書いた『話合い活動ノー

ト』（図５）と付箋を使って一人一人が自分の意見と

理由を発表した。次に、似ている意見の付箋は近くに

図９ 抽出児童Ｂの学校行事コミュニケーションファイル

図10 問題の意識化後のアンケート結果

【たくみの里体験学習】に向けて①
抽出児童Ａ
○このグループの協力で楽しいたくみの里体験学習
にしようと思いました。

抽出児童Ｂ
○高学年としてきまりをもっと守りたいと思います。グ
ループもまとまって行動したいです。

【音楽発表会】に向けて①
抽出児童Ａ
○みんなの声を聞き、しっかり合わせられるようにした
い。笑顔で歌いたい。

抽出児童Ｂ
○ちがう組の子の意見が聞けてよかった。みんなで心
を合わせて、感動を与えるような歌を歌いたいです。

図11 問題の意識化後の抽出児童の感想

図12 グループの話合い活動の様子

83

48

38

49

25

63

42

25

48

56

0% 25% 50% 75% 100%

グループの話合い

『自分の意見を探ろう』

学校行事に向けてのアンケート

計画委員の提案理由

前学校行事の反省
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たくみの里 音楽発表会
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集め、仲間分けをした。事前に自分の考

えと理由を書いていたことで、学校行事

に参加する思いや考えを児童全員が発表

することができた。そしてグループ全員

の発表後、意見を仲間分けし見出しをつ

けた。さらに付け足しの考えを台紙に書

き込み、思いや考えを深める話合い活動

を行った（図13)。

それにより、どのグループもたくみの

里体験学習で協力して行動する姿や合唱

をする時の集団での望ましい姿をイメー

ジすることができた。また、台紙に書か

れた姿を見て、自分のめあてを決め、自

分の役割を確認することもできた。

学年の話合い活動では、まず、グループで決めたスローガンを発表し合った。スローガンを短冊

にまとめ黒板に掲示をした。そして、出されたスローガンを基に賛成反対の意見を出し合った。

たくみの里体験学習では、「考えて行動しよう」「自分勝手な行動はしない」「時計を確認して

時間を守ろう」「リーダーの指示に従おう」などの見出しが作られた。その見出しを確認後、スロ

ーガンについての話合い活動を行った。各グループから「チームワーク」「協力」「仲良し」など

の意見が出された。折り合いの結果、一つにしぼられ「チームワーク」に決定した。

音楽発表会では「心を一つに」「姿勢に気をつけよう」「しっかり口を開ける」「笑顔で歌お

う」「心をこめよう」などの見出しが作られ、「笑顔」「スマイル」「団結」などの意見が出され

た。折り合いの結果、折衷案の「笑顔団結」に決

定した。

話合い活動後は、『話合い活動ノート』に話合

いで決まったことや個人のめあて、集団に対して

の自分がすべきことや自分の役割を書いた。グル

ープの話合いで自分たちが目指すべき具体的な姿

を出していたので、全員の児童が自分のすべきこ

とや自分の役割を具体的に書くことができた。

抽出児童Ａは、グループの話合い活動では、自

分の意見をしっかり言うことができた。学年の話

合い活動では、賛成反対の意思表示ができた。抽

出児童Ｂは、グループ及び全体の話合い活動でも

積極的に挙手をし、発言をした。また、出された

意見を集約し、考えをまとめようとする意見も発

言していた（図14）。

(2) 考察

計画委員よる進行は、大変スムーズに行うこと

ができ、グループリーダーも手際よく話合い活動

を進行することができた。これは、事前に学年児

童に配付した「学校行事コュニケーションファイ

ル」を取り入れ、話合いの方法や手順を共通理解

でき、児童全員が協力できたからであると考え

る。

図15のアンケート結果から、「高まった」「まあまあ高まった」を合わせると９割以上の児童が

図13 グループの話合い活動でまとめられた台紙 つけられた見出し つけ足しされたの意見

【たくみの里体験学習】に向けて②
抽出児童Ａ
○話合いをして協力がいいと思いました。た
くみの里体験学習でも、協力や自覚をもっ
て行きたいです。

抽出児童Ｂ
○この話合いをして６班のチームワークが深
まったと思います。よかったです。

【音楽発表会】に向けて②
抽出児童Ａ
○スローガンの「笑顔団結」が決まったので、
笑顔でまとまって歌いたいです。

抽出児童Ｂ
○私はこの班で自分の意見がたくさん言えま
した。友だちも、たくさん意見を言ってい
たので、とてもよかったです。いい話合い
ができました。

図14 「集団討議・集団決定」後の抽出児童の感想

図15 「集団討議」後のアンケート結果
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学校行事に参加する意欲の高まりを感じていることが分かる。

意見を深めることができたのは「学校行事コミュニケーショファイル」に、事前に一人一人自分

の意見と理由を明らかにして話合いに臨んだこと、意見を書いた付箋を使い、話合いを可視化した

ことの２点が挙げられる。つまり、付箋に書いた互いの意見を比較検討し、共通点に目を向け、意

見を分類したり、整理したりすることを通して自分たちの思いが焦点化していったと考えられる。

その結果、集団決定が容易となり、集団としての自分の役割を自覚し、主体的に学校行事に参加す

る意欲が高まったと考える。しかし、学年全体の話合い活動は、折り合いをつけることが難しい面

も見られた。児童が折り合いをつけやすくするために「学校行事コミュニケーションファイル」の

内容を改善し、活用方法を工夫したりしていきたい。

以上のことから、「学校行事コミュニケーションファイル」を取り入れ、学年での話合い活動を

行ったことは、集団への自分の役割を自覚し、主体的に学校行事に参加する意欲を高める上で有効

であったと考える。

３ 集団への所属感や連帯感を深めるために「学校行事コミュニケーションファイル」を取り入れて、

学校行事を振り返り、達成したことを確認し、成果について学年で話し合ったことの有効性につい

て

(1) 結果

たくみの里体験学習では、どのグループもスロ

ーガン「チームワーク」を意識して、行動計画を

立てたり、グループの約束を決めたりした。音楽

発表会では「笑顔団結」のスローガンを合い言葉

にパートリーダーを中心に合唱練習に励んだ。

当日は、たくみの里体験学習では、集団での自

分の役割を意識し、友達に声をかけながら行動す

ることができた。音楽発表会でも、集団での自分

の役割を意識し、口を大きく開け、精一杯歌うこ

とができた。観客席にいた学校長、他学校の教

師、保護者などから賞賛を浴び、達成感を感じる

ことができた（図16 17）。

振り返りの活動は、まず『学校行事を振り返ろ

う』で、各児童が学校行事の取組を自己評価した

り、達成できた事柄を具体的に書いたりした。達

成できた事柄は、付箋にも書きグループの話合い

活動で発表しながら台紙に貼った。グループの話

合い活動は、前時の話合い活動と同様に、付箋を

貼りながら発表し、仲間分けをした。一人の児童

が発表すると、自然と拍手が出るなど、温かい雰

囲気で話合い活動が行われた。その後、グループ

で話し合ったことを、学年全体に発表し、達成できたことをみんなで確かめ合った。たくみの里体

験学習では「チームワークが守られた」「自分の役割ができた」「真剣に体験できた」などが出さ

れた。音楽発表会でも、「笑顔団結ができた」「口を大きく開けた」「曲にのって歌えた」などの

意見が出された。

(2) 考察

図16から、「できた」「まあまあできた」「少しできた」まで含めると、学校行事を通してすべ

ての児童が達成感を感じることができた。これは、学校行事前に「学校行事コミュニケーションフ

ァイル」を取り入れ、学年の話合い活動を行い学年児童の共通目標を設定し、その目標に向かって

図16 学校行事後のアンケート結果

【たくみの里体験学習】を行って
抽出児童Ａ
○楽しく体験ができて、いい思い出になった。
抽出児童Ｂ
○チームワーク良く活動できた。友だちとたくさん話し協力でき
た。

【音楽発表会】を行って
抽出児童Ａ
○スローガン通り笑顔でしっかり合わせて歌えた。心を一つに
して歌えた。

抽出児童Ｂ
○スローガンが『笑顔団結』が達成できた。曲にのって心を込
めて歌えた。これからも、みんなと団結して取り組んでいき
たい。

図17 学校行事後の抽出児童の感想
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学年が一丸となって、活動できたためであると

考える。また、達成できたことを「学校行事コ

ミュニケーションファイル」に表し、一緒に活

動した仲間と思いを確かめ合ったり、認め合っ

たりしたことで、達成感をより確かに感じるこ

とができたと考える。図17の抽出児童の感想か

らも、他の児童と力を合わせて取り組めたこと

で、達成感を感じ、二つの実践を通して、集団

で活動するよさを感じ、集団の所属感や連帯感

が、さらに深まったことが分かる。

所属感・連帯感の意識の事前事後の変容を見

ると実践後の学年への集団意識が高まっている

ことが分かった（図18）。これは、児童が学校

行事に主体的に参加したことで学年の一員とし

ての役割を果たしたり、学年集団で団結して同

じ目標に向かってやり遂げたという達成感を味

わえたりできたためである。

以上のことから、「学校行事コミュニケーシ

ョンファイル」を取り入れ、学校行事を振り返

り、達成できたことを確認し、成果を学年で話

し合ったことは、集団への所属感や連帯感を深

める上で有効であったと言える。

Ⅶ 研究のまとめ

１ 成果

○ 「学校行事コミュニケーションファイル」を取り入れ、計画委員が議題の選定や学年の話合い

活動を計画したり、児童一人一人が議題について自分の考えを明らかにし、話合い活動をしたこ

とで、学校行事への意識を高めることができた。

○ 学年の話合い活動を実施し、学年共通目標を設定することにより、学年が一丸となり、学校行

事に主体的に取り組むことができた。同じ目標に向かって活動できたこと、達成できたことを児

童全員で確認し、児童全員で達成感を味わったことで、学年集団の所属感や連帯感が高まった。

２ 課題

○ 本研究では、遠足・集団宿泊的行事と文化的行事を取り上げ、学年の話合い活動を実践をした

ことで一定の成果を上げることができた。今後は他の学校行事の事前・事後の話合い活動でも対

応でき、汎用性のある「学校行事コミュニケーションファイル」の様式に改善していきたい。

○ 集団意識を高める上で、学年の話合い活動は有効であった。しかし、同学年の学級数が多い場

合は、折り合いをつけることが難しく、集団決定に至るまでに時間を要することも考えられる。

学校行事の実情に応じ、話し合う内容を精選し、話合い活動の時間の設定については学年等で十

分検討する必要がある。
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図18 実践前・実践後のアンケート結果

所属感のアンケート項目
・学年の一員だという気持ちがありますか。
・学年に役に立っていると思いますか。
連帯感のアンケート項目
・学年で行うことに興味がありますか。
・学年のためにがんばろうという気持ちがありますか。
・学年に相談できる友達がいますか。
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